
核融合科学研究所リポジトリ構築に向けて
NIFSリポジトリ（仮称）

NIFSリポジトリ準備グループ

（評価情報室・核融合アーカイブ室）



そもそも「機関リポジトリ」とは？

リポジトリ（repository）は言葉として：

(1) 保管する入れ物、置き場、貯蔵室、倉庫

(2) （天然資源・知識・情報の）宝庫

(3) （収集品の）展示場、陳列所、ショールーム

(4) 埋葬所、納骨堂

〈「ランダムハウス英和大辞典」による〉

機能として：

研究・教育機関における研究や教育活動の知的生産物を収
集し、メタデータを付与して個々の機関がサーバに電子的
に保存し、インターネット上で無償提供するシステム



リポジトリのイメージ（他大学の例）

国内の機関リポジトリ一覧（試験公開中のものを含む)

北海道大学、帯広畜産大学、旭川医科大学、北見工業大学、弘前大
学、東北大学、山形大学、筑波大学、群馬大学 、 千葉大学、埼玉
大学、東京大学、東京外国語大学、東京学芸大学、お茶の水女子大
学、一橋大学、横浜国立大学、新潟大学、名古屋大学、三重大学、
金沢大学、信州大学、京都大学、京都工芸繊維大学、大阪大学、神
戸大学、奈良教育大学、奈良女子大学、島根大学、岡山大学、広島
大学 、山口大学、九州大学、佐賀大学、長崎大学、熊本大学、大
分大学、琉球大学、北陸先端科学技術大学院大学、慶應義塾大学、
法政大学、早稲田大学、関西大学、関東学院大学、同志社大学、立
命館アジア太平洋大学、沖縄国際大学、日本貿易振興機構アジア経
済研究所

（国立情報学研究所 ホームページより）

http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/portal/index.html


「NIFSリポジトリ」のメリットは？

研究成果を一カ所に集積、データベース化して一般に公開することによって、

研究者：新たな研究成果発信ツール、論文の被引用率を上げる。

所外・海外に居ても、アクセス可能

研究所：評価関係のための研究成果資料作成が容易になる。

研究成果の公開を通じての社会貢献、説明責任をはたす。

一般市民：研究所の研究内容、特に原著論文にも自由にアクセスできる。

「核融合科学研究所」として：

研究内容・研究成果に一般市民がいつでも自由にアクセスできる状
態にすることにより、研究所の公開性、透明性を示すことができ、
核融合研究に対する一般市民の理解を得る一助となる。

【出典】Stevan Harnad, Tim Brody: D-Lib Magazine, 10 (2004) 

“Comparing the Impact of Open Access (OA) vs. Non-OA Articles in the Same Journals”



リポジトリ構築の問題点・課題

研究成果物（学術論文など）を十分に、かつ効率的
に収集できるか？ また、「著作権」問題はクリア
できるか？

答えは、 ＹＥＳ



「YES」の根拠（その１）

研究者（共同研究者を含む）の学術論文はかなり正確に把
握できている

NIFS論文情報システムとの連携が容易

評価情報室が管理・運用

http://www.nifs.ac.jp/ri/articleinfo.html


「YES」の根拠（その２）

「評価情報室」が、 NIFSレポート（プレプリント等）、

Annual Report の出版元である

NIFSレポート、Annual Reportなどは既にweb上で公開し
ている

http://www.nifs.ac.jp/report/index-j.html


「YES」の根拠（その３）

「総合大学」とは異なり、関連する研究分野が限定されている

→ 投稿先の学術雑誌が限定しており、その内かなりの雑誌において,
著者による論文公開が許可されている（グリーン雑誌）。
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提供予定コンテンツ
リポジトリに収録する論文などの範囲

第 I 期（正式公開までに実現）

NIFSレポート 《まずは、過去１０年分 約400点》

学術雑誌掲載論文 《出版社版掲載OKのもの》

第 II 期（正式公開後1年以内）

NIFSレポート 《全巻、1989年以降 約1,000点》

英文年報 《全巻、1989年以降》

学位論文 《了解の取れたものから順次》

学術雑誌掲載論文 《著者最終原稿OKのもの他》



リポジトリサーバの構成

サーバの構成

主サーバ（DELL Power Edge 2900）

・CPU Xeon 1.6GHz

・メモリ 2Gbyte

・HDD 80Gbyte HDD*7(RAID5)+1(HS)

・OS Linux

インターネット

DMZ

研究所LAN

ファイアウォール

ファイアウォール

主サーバ バックアップ
サーバ

バックアップサーバ
主サーバと同じ、データをミラーする。

ソフトとしては、標準に準拠：

DSpace の予定



リポジトリの構築・運用体制について

「運用指針」の制定

「リポジトリを担当する委員会の設置」

例えば、「リポジトリ委員会」

「実働部隊」の確保

サーバーの維持・管理

入力作業

等

NIFS%E3%83%AA%E3%83%9D%E3%82%B8%E3%83%88%E3%83%AA%E9%81%8B%E7%94%A8%E8%A6%81%E9%A0%85v1.pdf


最後に、おねがい

NIFSリポジトリ構築を、研究所の正式プロジェクトに。


